
重
点
方
針
１

確
か
な
学
力
の
定
着
を

図
る
学
校
教
育
の
充
実

重
点
方
針
２

豊
か
な
人
間
性
・
社
会
性

の
育
成
と
地
域
力
を
活
か

し
た
教
育
の
充
実

重
点
方
針
３

個
性
の
伸
長
、
想
像
力
を

育
む
教
育
の
充
実

重
点
方
針
４

生
涯
に
わ
た
る
学
習
環
境

と
文
化
ス
ポ
ー
ツ
の
振
興

重
点
方
針
５

新
た
な
教
育
課
題
へ
の

取
り
組
み

大田区教育委員会委員長 渡邉 盛雄

学
校
教
育
法
や
地
方
教
育
行
政
法
な
ど

が
改
正
さ
れ
、
今
後
の
教
育
の
目
指
す
べ

き
方
向
が
示
さ
れ
た
こ
と
に
よ
り
、
現
在

そ
の
具
体
化
に
向
け
た
準
備
が
国
に
よ
り

進
め
ら
れ
て
い
ま
す
。
１
月
に
は
、
中
央

教
育
審
議
会
に
お
い
て
授
業
時
数
増
の
学

習
指
導
要
領
改
訂
の
答
申
が
ま
と
ま
り
、

３
月
末
に
は
新
学
習
指
導
要
領
が
告
示
さ

れ
る
予
定
で
す
。

昨
年
末
に
国
際
学
習
到
達
度
調
査
の
結

果
が
発
表
さ
れ
、
日
本
の
子
ど
も
た
ち
の

数
学
や
科
学
の
応
用
力
、
活
用
力
の
順
位

が
下
が
り
、
話
題
と
な
り
ま
し
た
。

教
育
委
員
会
は
、
昨
年
実
施
さ
れ
た
東

京
都
の
「
児
童
・
生
徒
の
学
力
向
上
を
図

る
た
め
の
調
査
」、国
の「
全
国
学
力
・
学
習

し
ん

し

状
況
調
査
」の
結
果
を
真
摯
に
受
け
止
め
、

学
力
向
上
へ
の
取
り
組
み
を
一
層
充
実
さ

せ
て
い
き
ま
す
。

《
平
成
２０
年
度
の
教
育
の

重
点
方
針
と
教
育
施
策
》

子
ど
も
た
ち
に
基
礎
的
・
基
本
的
な
知

識
や
思
考
力
・
判
断
力
・
表
現
力
な
ど
の

確
か
な
学
力
を
着
実
に
身
に
つ
け
さ
せ
る

こ
と
は
、
学
校
教
育
が
担
う
本
質
的
な
役

割
で
す
。
２０
年
度
は
、
子
ど
も
た
ち
一
人

ひ
と
り
の
確
か
な
学
力
の
定
着
を
図
る
こ

と
を
重
点
に
取
り
組
み
ま
す
。

学
力
向
上
の
最
大
の
ポ
イ
ン
ト
は
、
授

業
に
あ
た
る
教
員
一
人
ひ
と
り
の
授
業
力

の
向
上
を
図
る
こ
と
で
す
。
１９
年
度
は
、

教
科
ご
と
に
指
導
力
の
あ
る
教
員
を
授
業

改
善
リ
ー
ダ
ー
に
指
名
し
、
リ
ー
ダ
ー
自

ら
が
学
力
調
査
結
果
を
分
析
し
作
成
し
た

授
業
改
善
の
ポ
イ
ン
ト
を
全
教
員
に
配
布

し
ま
し
た
。
各
学
校
で
は
、
授
業
改
善
の

ポ
イ
ン
ト
と
授
業
改
善
推
進
プ
ラ
ン
に
基

づ
き
、
学
力
の
向
上
に
取
り
組
ん
で
い
ま

す
。
昨
年
末
に
約
４
０
０
名
の
教
員
が
参

加
し
て
開
催
さ
れ
た
授
業
改
善
セ
ミ
ナ
ー

で
は
、
多
く
の
実
践
事
例
が
報
告
さ
れ
、

参
加
し
た
教
員
が
そ
の
手
法
を
共
有
し
ま

し
た
。
今
後
も
研
修
な
ど
に
よ
り
、
教
員

自
ら
が
授
業
力
を
高
め
る
取
り
組
み
を
行

っ
て
い
き
ま
す
。

ま
た
授
業
や
放
課
後
、
長
期
休
業
中
な

ど
に
補
習
や
個
別
指
導
を
行
う
学
習
指
導

講
師
の
配
置
、
学
級
や
学
校
生
活
の
安
定

を
図
る
た
め
の
生
活
指
導
支
援
員
の
配
置

な
ど
、
学
習
環
境
の
整
備
を
進
め
ま
す
。

さ
ら
に
、
子
ど
も
た
ち
の
学
習
の
定
着

状
況
を
把
握
し
、
学
校
の
取
り
組
み
や
教

員
の
指
導
の
充
実
・
授
業
改
善
に
的
確
に

つ
な
げ
る
こ
と
が
で
き
る
よ
う
大
田
区
独

自
の
学
習
効
果
測
定
を
実
施
し
ま
す
。

子
ど
も
た
ち
の
人
間
関
係
を
築
く
力
の

低
下
や
規
範
意
識
の
希
薄
化
な
ど
が
指
摘

さ
れ
、
い
じ
め
や
不
登
校
な
ど
が
大
き
な

問
題
と
な
っ
て
い
ま
す
。
こ
れ
ら
の
課
題

の
解
決
に
あ
た
っ
て
は
、
学
校
と
地
域
の

連
携
を
深
め
、
協
力
を
い
た
だ
き
な
が

ら
、自
他
の
生
命
を
尊
重
し
、
思
い
や
り

の
心
や
社
会
生
活
の
基
本
的
な
ル
ー
ル
を

身
に
つ
け
た
豊
か
な
人
間
性
、
社
会
性
を

育
て
る
教
育
を
推
進
し
て
い
き
ま
す
。

そ
の
た
め
に
は
、
地
域
力
を
活
か
し
た

教
育
活
動
の
展
開
が
重
要
で
す
。
地
域
で

の
あ
い
さ
つ
運
動
や
清
掃
な
ど
の
ボ
ラ
ン

テ
イ
ア
、
福
祉
体
験
、
社
会
体
験
、
自
然

体
験
な
ど
、
さ
ま
ざ
ま
な
教
育
活
動
の
充

実
を
図
り
ま
す
。

特
に
、
地
域
の
事
業
所
に
協
力
を
い
た

だ
き
実
施
し
て
い
る
中
学
生
の
職
場
体
験

で
は
、
生
徒
た
ち
が
「
お
客
様
に
あ
り
が

と
う
と
言
わ
れ
、
う
れ
し
か
っ
た
」「
あ
い

さ
つ
の
大
切
さ
や
仕
事
の
厳
し
さ
が
わ
か

っ
た
」な
ど
、実
社
会
で
の
活
動
を
通
し
て

多
く
の
こ
と
を
学
ん
で
い
ま
す
。
中
学
生

の
部
活
動
に
お
い
て
も
地
域
の
力
は
欠
か

せ
ま
せ
ん
。豊
か
な
人
間
性
を
育
ん
だ
り
、

部
活
動
の
活
性
化
を
図
っ
た
り
す
る
た
め

に
、
ス
ポ
ー
ツ
や
文
化
な
ど
で
生
徒
に
高

い
技
術
指
導
が
提
供
で
き
る
地
域
の
校
外

指
導
員
の
充
実
を
図
っ
て
い
き
ま
す
。

本
区
で
は
子
ど
も
た
ち
の
規
範
意
識
の

育
成
を
図
る
た
め
、
規
範
意
識
向
上
プ
ロ

グ
ラ
ム
を
作
成
し
、
相
手
を
思
い
や
る
力

正
し
く
判
断
し
行
動
す
る
力
な
ど
の
育
成

に
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。
昨
年
は
、
千
鳥

幼
稚
園
・
池
上
小
学
校
・
大
森
第
四
中
学

校
で
先
進
的
に
プ
ロ
グ
ラ
ム
を
実
践
し
成

果
を
あ
げ
ま
し
た
。
今
後
は
全
小
中
学
校

・
幼
稚
園
で
実
践
し
規
範
意
識
の
向
上
を

図
り
ま
す
。

さ
ら
に
、
い
じ
め
や
不
登
校
の
問
題
で

は
、
全
小
中
学
校
に
ス
ク
ー
ル
カ
ウ
ン
セ

ラ
ー
を
配
置
し
、
相
談
機
能
を
高
め
、
早

期
解
決
に
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。今
後
も
、

一
人
ひ
と
り
に
寄
り
添
っ
た
教
育
や
相
談

体
制
を
充
実
し
て
い
き
ま
す
。

大
田
区
に
は
優
れ
た
技
術
を
持
つ
企
業

や
技
術
者
が
集
積
し
、
さ
ら
に
理
工
系
教

育
機
関
で
あ
る
東
京
工
業
大
学
が
あ
り
ま

す
。
大
田
区
の
地
域
特
性
を
活
か
し
、
子

ど
も
た
ち
の
科
学
や
理
科
、
も
の
づ
く
り

へ
の
興
味
・
関
心
を
引
き
出
す
た
め
、
最

先
端
の
科
学
技
術
・
も
の
づ
く
り
の
技
術

を
「
お
も
し
ろ
理
科
教
室
」
や
「
も
の
づ

く
り
学
習
」
で
実
践
し
、
理
科
や
も
の
づ

く
り
な
ど
の
面
白
さ
を
実
感
す
る
こ
と

で
、
思
考
力
や
創
造
力
を
伸
ば
す
教
育
を

重
視
し
て
い
き
ま
す
。

個
性
や
創
造
力
を
伸
ば
す
た
め
に
は
、

子
ど
も
た
ち
の
知
的
好
奇
心
や
豊
か
な
感

性
を
育
む
こ
と
が
重
要
で
す
。
そ
の
た
め

に
、
子
ど
も
た
ち
が
多
く
の
本
に
触
れ
、

親
し
む
こ
と
が
で
き
る
よ
う
、
１７
年
度
か

ら
３
年
間
で
全
小
中
学
校
に
６０
万
冊
を
超

え
る
学
校
図
書
を
整
備
し
ま
し
た
。
こ
れ

ら
の
学
校
図
書
を
活
用
し
、
豊
か
な
心
と

感
性
を
育
む
教
育
を
推
進
し
ま
す
。

昨
年
ス
タ
ー
ト
し
た
特
別
支
援
教
育
で

は
、
一
人
ひ
と
り
の
教
育
ニ
ー
ズ
に
適
切

に
応
え
る
た
め
、
個
別
の
指
導
計
画
の
策

定
や
通
常
の
学
級
に
在
籍
す
る
発
達
障
害

な
ど
の
子
ど
も
た
ち
を
支
援
す
る
た
め

に
、学
校
特
別
支
援
員
を
配
置
し
ま
し
た
。

２０
年
度
は
特
別
支
援
員
を
さ
ら
に
拡
充
す

る
と
と
も
に
、
情
緒
障
害
の
特
別
支
援
学

級
を
新
た
に
馬
込
第
三
小
学
校
に
設
置
す

る
な
ど
、
特
別
支
援
教
育
の
一
層
の
充
実

を
図
り
ま
す
。

区
民
が
自
ら
を
高
め
、
学
び
続
け
る
た

め
に
、
学
習
や
文
化
・
ス
ポ
ー
ツ
活
動
の

基
盤
や
環
境
の
整
備
を
進
め
ま
す
。

こ
の
４
月
に
は
「
大
森

海
苔
の
ふ
る

さ
と
館
」
が
開
館
し
ま
す
。
大
森
の
地
か

ら
発
展
し
た
海
苔
や
海
辺
に
関
す
る
歴
史

・
文
化
の
豊
富
な
資
料
展
示
だ
け
で
な

く
、
海
苔
つ
け
の
体
験
学
習
が
で
き
る
よ

う
計
画
し
て
い
ま
す
。
地
域
学
習
な
ど
の

学
校
教
育
活
動
や
区
民
の
方
々
の
生
涯
学

習
活
動
の
交
流
活
動
の
拠
点
と
し
て
、
充

実
し
た
館
運
営
を
行
っ
て
い
き
ま
す
。

ま
た
、
４０
年
以
上
区
民
の
皆
様
に
ご
利

用
い
た
だ
い
た
大
田
区
体
育
館
が
、
３
月

末
で
閉
館
と
な
り
ま
す
。
そ
こ
で
現
体
育

館
を
取
り
壊
し
、
区
民
の
皆
様
の
多
様
な

ス
ポ
ー
ツ
活
動
の
拠
点
と
な
る
新
た
な
大

田
区
総
合
体
育
館
の
建
設
を
進
め
ま
す
。

現
在
の
大
田
区
教
育
推
進
プ
ラ
ン
は
、

策
定
後
５
年
を
経
過
し
て
お
り
、
新
た
な

教
育
課
題
が
出
現
し
て
い
ま
す
。
そ
れ
ら

の
課
題
に
も
積
極
的
に
取
り
組
ん
で
い
く

た
め
に
、大
田
区
の
基
本
構
想
・
基
本
計
画

を
踏
ま
え
、
新
た
な
大
田
区
教
育
推
進
プ

ラ
ン
の
策
定
に
向
け
検
討
を
行
い
ま
す
。

ま
た
、大
田
区
で
は
現
在
、幼
保
・
小
・
中

連
携
教
育
に
取
り
組
ん
で
い
ま
す
が
、
小

学
校
か
ら
中
学
校
に
移
行
す
る
に
あ
た
っ

て
は
、
特
に
指
導
内
容
や
指
導
方
法
な
ど

の
違
い
か
ら
学
習
面
、
生
活
面
に
さ
ま
ざ

ま
な
課
題
が
あ
り
ま
す
。
こ
れ
ら
の
課
題

を
解
消
し
、
義
務
教
育
９
年
間
の
一
貫
し

た
効
果
的
な
教
育
が
実
施
で
き
る
よ
う
大

田
区
の
小
中
一
貫
教
育
を
検
討
し
ま
す
。

さ
ら
に
、
日
本
の
空
の
玄
関
で
あ
る
羽

田
空
港
の
整
備
が
進
み
、
国
際
化
の
拡
充

が
計
画
さ
れ
て
い
ま
す
。
大
田
区
に
は
す

で
に
１
万
７
千
人
の
外
国
人
区
民
の
方
々

が
住
ん
で
お
り
、
さ
ら
に
国
際
化
が
進
む

こ
と
が
予
想
さ
れ
ま
す
。
こ
の
よ
う
な
状

況
の
中
で
、
日
本
語
が
十
分
に
理
解
で
き

な
い
子
ど
も
た
ち
に
適
切
に
対
応
す
る
こ

き
っ
き
ん

と
は
喫
緊
の
課
題
で
あ
り
、
そ
の
た
め
に

日
本
語
指
導
教
室
の
充
実
を
図
り
ま
す
。

羽
田
空
港
の
国
際
線
化
を
は
じ
め
、
大

き
く
ま
ち
の
姿
が
変
化
し
て
い
く
中
、
そ

の
動
き
を
十
分
に
見
極
め
な
が
ら
、
教
育

委
員
会
と
学
校
の
教
職
員
全
員
が
一
丸
と

な
っ
て
、
大
田
区
が
目
指
す
教
育
を
着
実

に
推
進
し
て
い
き
ま
す
。

HP http : //www.city.ota.tokyo.jp/kyouiku

平成��年�月�日発行 第��号

教教育育委委員員長長所所感感 （（平平成成２２００年年２２月月２２１１日日 第第１１回回区区議議会会定定例例会会ににてて））
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東
調
布
中
学
校
「
花
屋
さ
ん
で
の
職
場

体
験
」

第
１
回
区
議
会
定
例
会
で
所
信
表
明
す
る

委
員
長

仲六郷小学校「国語の研究授業」

大森東小学校「大森東米の収穫」
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確確かかなな学学力力のの定定着着をを図図るる学学校校教教育育のの充充実実

豊豊かかなな人人間間性性・・社社会会性性のの育育成成とと地地域域力力をを活活かかししたた教教育育のの充充実実

個個性性のの伸伸長長、、創創造造力力をを育育むむ教教育育のの充充実実

生生涯涯ににわわたたるる学学習習環環境境とと文文化化ススポポーーツツ振振興興

新新たたなな教教育育課課題題へへのの取取りり組組みみ

学学校校施施設設のの環環境境整整備備

子どもたちに確かな学力を身につけさせる
ことは学校教育の本質的な役割です。子ども
たちに確かな学力を定着させるため、国語力
向上のための取り組みや算数・数学の習熟度
別指導、外国人による英語指導などを行って
います。また、国と東京都の学力に関する調
査の結果を受け、学力向上への取り組みを一
層充実させます。

主な事業

�学習指導講師の配置 ……………………４，３８８万円
学校の実態に即して、学習指導講師（非常勤）を

配置し、授業の支援や補習指導などを行います。

�生活指導支援員の拡充 ……………………６７８万円
落ち着いた学習環境を確立するために、必要に応

じて小中学校に、生活指導を補助する生活指導支援

員を配置します。

�学習効果測定の実施 ……………………３，１６５万円
子どもたちの学力の定着状況を把握し、指導の改

善に資するために、大田区独自の学力効果測定を実

施します。対象は小学校４年生から中学校３年生ま

でとし、実施科目は国語・算数（数学）・理科・社

会・英語（中学校２・３年生のみ）です。

子どもたちの人間関係を築く力や規範意識
の低下が指摘され、いじめや不登校なども大
きな社会問題となっています。これらの教育
課題に対応していくために、学校と地域の連
携を進め、学校内外での自然体験・社会体験
などの機会を充実させ、自他の生命を尊重し、
思いやりの心や社会生活の基本的ルールを身
につけた豊かな人間性・社会性を育みます。

主な事業

�中学生の職場体験事業 ……………………１７８万円
学校・地域・行政が一体となって、子どもたちに

自立した社会人となるための勤労観・職業観を養

い、地域の一員としての自覚を高めることを目的に

職場体験を実施しています。２０年度はさらに内容な

どを充実します。

�中学校部活動外部指導員の充実 ………２，２８８万円
部活動は、生徒一人ひとりが興味に応じて取り組

む活動です。指導種目や指導回数を増やすなど、外

部指導員の支援を得て、高度で専門的な技術的指導

を充実し、生徒の体力・運動能力の向上や探究心の

育成を図ります。

１９年度までの３年間に、総額１０億円の予算
を投入し整備した学校図書を有効活用し、子
どもたちの読書活動を進め、豊かな心や感性
を育みます。また、地域の方々のもつ知識や
経験などの地域力を活かし、子どもたちの知
的好奇心や創造性を育成します。
１９年度にスタートした特別支援教育につい
ては、より一層の充実を図り、一人ひとりの
教育ニーズに応じた指導を行っていきます。

主な事業

�創造性を高める授業の充実 ……………２，８５３万円
・おもしろ理科教室

・ものづくり学習など

区内の事業所や大学などの協力を得て、最先端の

技術にふれ、体験的活動を行うことで、子どもたち

の興味・関心を高める授業を充実します。

�特別支援教育の充実 ………………１億７，００８万円
特別支援学級（情緒障害等）への入級希望者が増

加しているため、新たに馬込第三小学校に特別支援

学級（情緒障害等）を開設します。また、各特別支

援学級への入級希望者の状況を踏まえながら、学級

増などの検討を進めます。

４月から図書館のインターネット資料・検
索予約サービスがスタートしました。２０年度
は、図書などの充実も図り、魅力的な図書館
づくりを進めていきます。また、スポーツ活
動の拠点となる総合体育館の建設など、学習
・文化・スポーツ活動の基盤や環境の整備を
進め、生涯学習を推進するとともに地域力の
向上を図っていきます。

主な事業

�大田区総合体育館の建設 …………１１億８，９３５万円
（うち建設費の積立基金１０億円）

「するスポーツ・みるスポーツ」を基本コンセプ

トとした総合体育館を整備します。２０年度は現体育

館の解体と実施設計を行います。

（２３年度オープン予定）

�図書館のインターネット資料検索
・予約サービスの稼動 …………………６，２６６万円

※詳しくは、第４面の記事をご覧ください。

�新しい図書・資料などの充実…………２億２１万円
図書館の資料購入費のうち、閲覧用図書費を前年

度と比べ４割増額します。破損、汚損した図書を入

れ替えるとともに、辞書・図鑑・統計などの参考図

書を充実し、調べ学習・調査研究を支援します。

�区民大学の拡充 ……………………………４３８万円
区民大学の講座数を昨年度より２講座増やし、２２

講座とします。講座の中には、区民参画型や生涯学

習のまちづくりを進めるための講座もあり、地域力

の向上を目指します。

�海苔資料館の管理運営 …………………４，４１７万円

子どもたちを取り巻く状況は大きく変化
し、教育改革論議が深まっています。教育委
員会では、新たな教育課題に対応するために、
教育改革担当課長を新設します。
小中学校９年間を見据えた大田区の小中一

貫教育のあり方、大田区の取り組む教育の方
向性や施策などを検討していきます。

�新たな教育課題への対応 …………………２３５万円
・（仮称）新おおた教育推進プランの策定

・小中一貫教育の検討

�外国の子どもや帰国児童・生徒の
日本語指導の充実 ………………………３，４９６万円

国際化の進展により、日本語の読み書き能力が十

分でなく、授業を理解することが困難な外国の子ど

もや帰国児童・生徒に対して日本語の指導を行い、

日本における生活や学校での学習に対する適応力を

高めます。

今年度は、老朽化が進んだ羽田中学校の改
築工事に着手し、学習環境の一層の充実を図
ります。
また、学校施設を活用した緑化については、

引き続き屋上緑化・壁面緑化、校庭の芝生化
に取り組み、環境教育に役立てるとともに、
環境にやさしい学校施設づくりを進めます。

主な事業

�羽田中学校の改築 …………………３億６，４６２万円
昭和３３年に建築された校舎の改築工事を行いま

す。習熟度指導などの多様な学習形態に対応するほ

か、大田区の学校施設で初めての太陽光エネルギー

を活用した発電設備を設置し、その効果を検証しま

す。新しい校舎の使用は、２２年度中の予定です。

�東調布中学校体育館の改修 ………３億８，７８７万円
�学校施設の緑化の推進 ………………１億９８４万円
・屋上・壁面の緑化（壁面４校・屋上４校）

・校庭の芝生化（２校）

教育委員会の平成２０年度予算は、昨年７月に策定しました大田区緊急２か年計画「元気・いきいき

・のびのびプログラム」で計画された事業と「大田区教育推進プラン」で計画された各事業を着実に

取り組むことを目標に編成しました。

今号では、第１回区議会定例会で教育委員会委員長が教育目標を達成するために掲げた平成２０年度

の重点方針に基づき、主な事業を紹介します。

このシンボルマークは、都立六郷工科高等学校

デザイン工学科３年の大石洋平さんの作品です。

シンボルマーク応募作品２７１点の中から選ばれま

した。

4月6日（日）10：00～

オープニングセレモニーが
開催されます!!

◇のり祭りもやっているよ！
ジャンボのりまき 海苔つけ体験
産地あてクイズ 焼き海苔実演

住 所 大田区平和の森公園２―２

電 話 ５７４１―０３３３（オープン以降）

開館時間 午前９時～午後５時

（６～８月は午後７時まで）

休 館 日 第３月曜日（祝日の場合は翌日が休

館）・年末年始

【アクセス】

京急平和島駅から徒歩１５分・京急大森町駅から徒歩１２分

ＪＲ大森駅から平和島循環バスで平和島５丁目下車徒歩３分

ＪＲ大森駅・蒲田駅から大森東５丁目行き終点下車徒歩４分

（大森ふるさと浜辺公園入口まで）

「おおたの教育」のアドレスは http : //www.city.ota.tokyo.jp/ota/kyouiku/shinbun/ 古紙配合率１００％の再生紙を使用しています

平成２０年度 教教教教教教教教教教教教教教教教教教教教教教教教教教教教教教教教教教教教育育育育育育育育育育育育育育育育育育育育育育育育育育育育育育育育育育育育予予予予予予予予予予予予予予予予予予予予予予予予予予予予予予予予予予予予算算算算算算算算算算算算算算算算算算算算算算算算算算算算算算算算算算算算ののののののののののののののののののののののののののののののののののののああああああああああああああああああああああああああああああああああああららららららららららららららららららららららららららららららららららららまままままままままままままままままままままままままままままままままままましししししししししししししししししししししししししししししししししししし

平成２０年４月６日（日）オープン

““““““““““““““““““““““““““““““““““““““““““““““大大大大大大大大大大大大大大大大大大大大大大大大大大大大大大大大大大大大大大大大大大大大大大森森森森森森森森森森森森森森森森森森森森森森森森森森森森森森森森森森森森森森森森森森森森森森 海海海海海海海海海海海海海海海海海海海海海海海海海海海海海海海海海海海海海海海海海海海海海海苔苔苔苔苔苔苔苔苔苔苔苔苔苔苔苔苔苔苔苔苔苔苔苔苔苔苔苔苔苔苔苔苔苔苔苔苔苔苔苔苔苔苔苔苔苔ののののののののののののののののののののののののののののののののののののののののののののののふふふふふふふふふふふふふふふふふふふふふふふふふふふふふふふふふふふふふふふふふふふふふふるるるるるるるるるるるるるるるるるるるるるるるるるるるるるるるるるるるるるるるるるるるるるるささささささささささささささささささささささささささささささささささささささささささささささとととととととととととととととととととととととととととととととととととととととととととととと館館館館館館館館館館館館館館館館館館館館館館館館館館館館館館館館館館館館館館館館館館館館館館””””””””””””””””””””””””””””””””””””””””””””””ががががががががががががががががががががががががががががががががががががががががががががががオオオオオオオオオオオオオオオオオオオオオオオオオオオオオオオオオオオオオオオオオオオオオオーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーププププププププププププププププププププププププププププププププププププププププププププププンンンンンンンンンンンンンンンンンンンンンンンンンンンンンンンンンンンンンンンンンンンンンン
海苔の歴史と浜辺の環境を楽しみながら学びませんか

主な事業

新宿小学校「児童も一緒に校庭の芝張り」

清水窪小学校「東工大生によるおもしろ理科教室」蓮沼中学校「道徳の公開授業」

出雲中学校「仲六郷保育園での職場体験」

平成２０年（２００８年）４月１日 第９５号 �� 平成２０年（２００８年）４月１日 第９５号 お お た の 教 育
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ト
資
料
検
索
・
予
約
サ
ー
ビ
ス
と

イイ
ンン
タタ
ーー
ネネ
ッッ
トト
資資
料料
検検
索索
・・
予予
約約
ササ
ーー
ビビ
スス
とと

音
声
応
答
サ
ー
ビ
ス
が
は
じ
ま
り
ま
す
。

音音
声声
応応
答答
ササ
ーー
ビビ
スス
がが
はは
じじ
まま
りり
まま
すす
。。

ものづくり教育ももののづづくくりり教教育育
����������������

学習フォーラム学習フォーラム学学習習フフォォーーララムム

入
新
井
第
二
小
学
校

馬
込
東
中
学
校

梅
田
小
学
校

イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト

資
料
検
索
・
予
約
サ
ー
ビ
ス

�
パ
ソ
コ
ン
や
携
帯
電
話
か
ら
、
い
つ
で
も
図
書

な
ど
の
予
約
や
利
用
状
況
が
確
認
で
き
ま
す
。

検
索
は
誰
で
も
行
え
ま
す
が
、
予
約
や
貸
出
・

予
約
状
況
を
確
認
す
る
に
は
、
図
書
館
の
共
通
か

し
だ
し
カ
ー
ド
番
号
と
パ
ス
ワ
ー
ド
が
必
要
で

す
。
手
続
き
は
、各
区
立
図
書
館
・
大
田
文
化
の
森

情
報
館
の
窓
口
で
行
っ
て
い
ま
す
。

�
電
子
メ
ー
ル
通
知
サ
ー
ビ
ス
を
開
始
し
ま
す
。

メ
ー
ル
ア
ド
レ
ス
を
登
録
し
て
い
た
だ
く
と
、

予
約
資
料
の
用
意
が
で
き
た
時
や
返
却
が
遅
れ
た

時
に
お
知
ら
せ
メ
ー
ル
を
送
信
し
ま
す
。
ぜ
ひ
、

速
く
て
確
実
な
電
子
メ
ー
ル
通
知
サ
ー
ビ
ス
を
ご

利
用
く
だ
さ
い
。

�
４
月
以
降
、
都
内
の
区
市
町
公
立
図
書
館
の
蔵

書
を
一
括
し
て
検
索
で
き
る
よ
う
に
な
り
ま
す
。

音
声
応
答
サ
ー
ビ
ス

�
電
話
や
携
帯
電
話
か
ら
、
貸
出
予
約
や
利
用
状

況
が
確
認
で
き
ま
す
。

ご
利
用
は
、
音
声
ガ
イ
ダ
ン
ス
に
し
た
が
っ
て

操
作
し
て
く
だ
さ
い
。

�
図
書
館
の
休
館
日
や
貸
出
・
予
約
状
況
を
Ｆ
ａ

ｘ
で
取
り
出
せ
ま
す
。

入
新
井
地
区
で
予
約
資
料
の

受
け
取
り
が
で
き
ま
す
。

イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
に
よ
る
資
料
検
索
・
予
約
サ

ー
ビ
ス
の
開
始
に
あ
わ
せ
て
、
入
新
井
図
書
館
が

休
館
の
間
、
地
域
の
方
々
が
自
主
運
営
す
る
お
お

と
り
図
書
館
で
資
料
の
受
け
渡
し
を
行
い
ま
す
。

◆
お
お
と
り
図
書
館

お
お
と
り

住
所

大
森
北
１
―
１５
―
１２
（
鷲
神
社
内
）

開
館
時
間

午
前
９
時
〜
午
後
７
時

休
館
日

毎
週
月
曜
日
・
年
末
年
始

※
予
約
資
料
の
受
け
渡
し
の
問
合
せ
は
、
大
田
図

書
館
ま
で

平
成
２０
年
４
月
１
日
か
ら
、
図
書
館
の

音声応答サービス専用番号

３５０１―４６４６（ヨムヨム）

２
月
１０
日
（
日
）、産
業
プ
ラ
ザ
に
お
い
て
、
も

の
づ
く
り
教
育
・
学
習
フ
ォ
ー
ラ
ム
を
開
催
し
ま

し
た
。
教
育
委
員
会
で
は
、
も
の
づ
く
り
学
習
を

重
点
施
策
に
掲
げ
、
地
域
の
企
業
な
ど
の
ご
協
力

を
い
た
だ
き
な
が
ら
、授
業
を
展
開
し
て
い
ま
す
。

当
日
は
、も
の
づ
く
り
体
験
コ
ー
ナ
ー
の
ほ
か
、

児
童
・
生
徒
の
も
の
づ
く
り
に
か
か
わ
る
作
品
展

示
や
学
習
発
表
、中
学
生
の
も
の
づ
く
り
競
技
会

な
ど
を
行
い
ま
し
た
。

も
の
づ
く
り
競
技
会
の
成
績

◆
技
術
部
門

『
最
優
秀
賞
』
糀
谷
中
３
年
鷹
尾
恭
介

『
優
秀
賞
』
大
森
第
二
中
２
年
南
佐
波
間
一
希
・

六
郷
中
２
年
平
尾
幸
誠

◆
ソ
ー
イ
ン
グ
部
門

『
最
優
秀
賞
』
馬
込
東
中
２
年
澁
谷
優
乃

『
優

秀
賞
』
東
蒲
中
２
年
今
井
藍
・
大
森
第
六
中
２
年

青
山
す
み
れ

『
第
１
位
』
羽
田
中
３
年
小
宮
忠
久

『
第
２
位
』
馬
込
東
中
２
年
北
澤
一
生
・
１
年
斉

藤
圭
之
介
・
長
谷
山
大
輝

『
第
３
位
』
雪
谷
中
２
年
原
田
雅
仁
・
１
年
鈴
木

真
樹
・
田
井
勇
太
郎

◆
ロ
ボ
ッ
ト
コ
ン
テ
ス
ト

『
第
１
位
』
羽
田
中
３
年
小
宮
忠
久

『
第
２
位
』
馬
込
東
中
２
年
北
澤
一
生
・
１
年
斉

藤
圭
之
介
・
長
谷
山
大
輝

『
第
３
位
』
雪
谷
中
２
年
原
田
雅
仁
・
１
年
鈴
木

真
樹
・
田
井
勇
太
郎

◆
第
５１
回
東
京
都
児
童
生
徒
発
明
工
夫
展

『
優

秀
賞
』
２
年
相
澤
武
明
『
入
選
』２
年
井
内
雄
太

◆
第
５
回
創
造
も
の
づ
く
り
フ
ェ
ア
in
Ｔ
Ｏ
Ｋ

Ｙ
Ｏ

◇
ロ
ボ
ッ
ト
コ
ン
テ
ス
ト
Ｃ
１
部
門
『
第
１
位
』

３
年
杵
渕
貴
大
・
曽
武
川
直
也
・
増
田
寛
崇

◇
木
工
部
門『
第
１
位
』２
年
井
内
雄
太『
第
２
位
』

３
年
篠
村
健
人
『
第
３
位
』
２
年
岩
崎
一
暉

◆
第
９
回
「
緑
の
小
道
」
環
境
日
記
コ
ン
テ
ス
ト

『
奨
励
賞
』
４
年
吉
田
奈
緒
美

◆
第
１
回
緑
の
文
化
祭

『
審
査
委
員
長
賞
』
４

年
清
水
智
・
小
笹
峻
也
・
白
石
直
・
白
石
虹
・
塩

津
航
平
・
今
成
春
太

◆
第
２５
回
全
国
小
・
中
学
生
パ
ソ
コ
ン
コ
ン
ク
ー

ル

パ
ソ
コ
ン
部
門『
優
秀
賞
』１
年
中
曽
根
亘

◆
第
３
回
わ
く
わ
く
ア
ー
ト
コ
ン
テ
ス
ト

『
最
優
秀
賞
』
６
年
山
本
蓮
『
佳
作
』
６
年
猪
山

美
優
『
入
選
』
６
年
井
上
優
美
子
・
篠
沢
一
揮
・

高
瀬
功
三
・
谷
本
聡
美
・
森
藤
達
郎
・
山
�
悠
生

『
学
校
賞
』

おおたの子どもたちが
大活躍�

教教
育育
委委
員員
会会
のの
主主
なな
議議
題題

平
成
１９
年
第
１２
回
定
例
会

・
大
田
区
立
ス
ポ
ー
ツ
セ
ン
タ
ー
条
例
施
行
規
則

の
一
部
を
改
正
す
る
規
則

・
幼
稚
園
教
育
職
員
の
地
域
手
当
に
関
す
る
規
則

の
一
部
を
改
正
す
る
規
則

平
成
２０
年
第
１
回
定
例
会

・
平
成
２０
年
度
教
育
に
関
す
る
予
算
要
求
原
案
に

つ
い
て

・「
大
田
区
立
大
森

海
苔
の
ふ
る
さ
と
館
条
例
」

原
案
の
提
出
に
つ
い
て

外
４
件

教教
育育
委委
員員
会会
定定
例例
会会
のの
予予
定定

平
成
２０
年
４
月
か
ら
６
月
ま
で
の
開
催
予
定
日

は
、
次
の
と
お
り
で
す
。

◇
日
時

平
成
２０
年
４
月
２３
日
（
水
）

平
成
２０
年
５
月
２８
日
（
水
）

平
成
２０
年
６
月
２５
日
（
水
）

◇
時
間

い
ず
れ
も
午
後
２
時
か
ら
で
す
。

◇
場
所

本
庁
舎
６
階

教
育
委
員
会
室

※
予
定
が
変
更
に
な
る
場
合
も
あ
り
ま
す
。
傍
聴

を
希
望
さ
れ
る
方
は
、
あ
ら
か
じ
め
、
左
記
ま
で

ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

庶
務
係

電
話
（
５
７
４
４
）
１
４
２
２

おお
おお
たた
のの
教教
育育
�
９９４４
のの
訂訂
正正
とと
おお
詫詫
びび

お
お
た
の
教
育
�
９４
（
１
月
１
日
発
行
）
の
第

４
面
の
写
真
の
解
説
に
誤
り
が
あ
り
ま
し
た
。
訂

正
し
て
お
詫
び
申
し
上
げ
ま
す
。

（
誤
）
体
験
先
の
小
平
板
金
工
場
の
皆
さ
ん
と

（
正
）
体
験
先
の
小
寺
鈑
金
工
業
で

「おおたの教育」のホームページアドレスは http : //www.city.ota.tokyo.jp/kyouiku/tekisei/otanokyouiku

問合先
大田図書館

電話 ３７５８‐３０５１
Fax ３７５８‐３６２５

大田区立図書館

http : //www.lib.city.ota.tokyo.jp/

東京都立図書館

http : //www.library.metro.tokyo.jp/

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
ア
ド
レ
ス

ものづくりのまち大
森
第
二
中
学
校

利用できる主なサービス
音声応答
サービス
×
×
○
×
○
○
○
×

※４・５・６については、次回予約が入っていない場合に限ります。

図書館
ホームページ

○
○
○
○
○
○
○
○

サービス項目

所蔵資料の検索
所蔵資料の予約
貸出・予約状況の確認
予約の変更や取消
返却期限の延長
取置期限の延長
図書館情報（休館日等）
メール通知

１
２
３
４
５
６
７
８

図書館が、より身近に、
便利になります。

受賞作品を手にした
大森第二中の生徒

受賞した梅田小の児童
（前列中央が山本くん）

ある世界では、人々が豊かな生活を送っていた。やがて
人々は、その広大な土地を好き勝手に使うようになった。
その世界そのものが生きていることに気づかずに…

最優秀賞：山本蓮『世界の形』

作品のメッセージ

平成２０年（２００８年）４月１日 第９５号 �おおたの教育
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